
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 80%

平常点 20%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

仮定法 仮定法の時制を理解する。

動名詞 動詞INGを理解する。

分詞 現在分詞と過去分詞を理解する。

受動態 受動態の語順を理解する。

５文型 5文型を理解する。

助動詞 助動詞の使われ方を理解する。

文構造のまとめ 総復習で英語の基本規則を理解する。

時制 12の時制を理解する。

完了形 時間の流れを理解する。

不定詞 TO不定詞を理解する。

比較 比較級、最上級を使った表現を理解する。

関係詞 関係詞that,which,who,what,where,when,why,howについて理解する。

動詞 英語の文の根っことなる動詞を理解する。

到達目標

　5文型、12の時制、TO不定詞、動詞ING、受動態、比較、関係詞などを理解するために、実践的な演習問題に取組むことで、確実な文法・語法を身に付

けることを、外国語１の到達目標とする（期末試験80点以上）。

＜

　高等学校までに修得した内容を復習するため、英文の読み書きだけでなく、実践的なリスニングやスピーキングの演習問題に取組む。ま

た、大学編入試験にも対応した総合的な英語力を養成する。

授業内容 各回の到達目標

名詞・代名詞・冠詞 ものの名前と性質を理解する。

英語の文 英語の文の仕組みを理解する。

授業計画（１回～１５回）

無

　授業でプリントを配布するので、各自でファイリングしておくこと。予習・復習を必ず行い、辞書（電子辞書可）を引く習慣を付けるこ

と。出席は自己管理をして出席不足にならないようにすること。授業時間数の4分の3以上出席しない者は単位を認定することができない。日

本工学院　授業心得（学生用）を守ること。

評

価

方

法

備　　考

試験を総合的に評価する。

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

　グローバル化が当たり前の21世紀において、英語に親しみ理解を深めるため、文法の復習を中心に多種多様な演習問題に取組み、四技能（リスニン

グ・スピーキング・ライティング・リーディング）の力を総合的につけることを、外国語１の学習目的とする。

学習目的

基礎から始める英語演習-Starting Gate

担当教員情報

和泉周子

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 外国語１

科目基礎情報

建築学科 前期

1年次 必修 30時間

2単位 講義

実務経験の有無・職種


